JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会(TC-073A)

第3回全体委員会　議事録（案）

1. 日時：2008年7月4日　14:00～17:00

2. 場所：JCI第3会議室

3. 出席者：22名（下線は欠席者）





（敬称略）

西山峰広，中塚佶，井上晋，北山和宏，春日昭夫，日比野誠，岸本一蔵，濱田譲，菅田昌宏，内野英宏，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤忠彦，柳井修司，田島祐之，谷昌典，丸田誠，深井悟，小室努，増田安彦，上田博之，福井剛，阿波野昌幸，張建東，杉田篤彦，有光政彦，西村一博，大野一昭（JCI事務局）

4. 配布資料：

：議事次第

M-19
：第2回全体委員会議事録（案）　（2008年3月26日）

M-20
：第4回WG1議事録（案）　（2008年5月23日）

M-21
：第3回WG2議事録（案）　（2008年5月30日）

M-22-1：報告書目次案rev.2（西山委員長）

M-22-2：WG1目次（案）および担当者（北山幹事）

M-22-3：JCI/PC委員会WG1報告書メモ（日比野主査）

M-22-4：JCI/PC技術委員会WG1報告書項目案（谷委員）

M-23
：年次大会研究集会資料「プレストレス技術の今，そして未来」（深井委員）

5. 議事内容：

(1) 議事次第及び事務連絡

· 委員交代（真鍋幹事→内野幹事），内野幹事自己紹介

(2) 第2回全体委員会議事録（案）（資料M-19），第4回WG1議事録（案）（資料M-20），第3回WG2議事録（案）（資料M-21）について確認を行った。

· 第2回全体委員会議事録（案）は承認された。

(3) 年次大会の研究集会配布資料案について西山委員長より説明があった。委員会内で回覧の上，内容を確認した。

(4) 年次大会の研究集会第1部企画案について，担当委員（菅田幹事，春日幹事）よりそれぞれ説明があった。

· 「PCリ・ブロックユースシステム建築」（菅田幹事）

· PCaコンクリートブロックをアンボンドPC圧着して架構を構築。エネルギー吸収は外付けのデバイスで行う。

· 剥離性目地（不織布）を用いることで解体性を向上させ，PCaコンクリートブロックのリユースを可能とする。

· 工期短縮，環境負荷低減（LC/CO2は，2回目以降の建設時にはS造，RC造に比べて半分程度）が可能。

＜質疑＞

· 使用する部位ごとに断面をどう対応させるか？

→中低層建築を想定しており，PC鋼材量の調整で対応する。

· 長期使用を想定するのであれば，基準類の変化に対する対応が必要では？

→今のところ想定していない。解体するまでは既存不適格とはなるが使用はできるはず。

· リユース部材に対する「中古」という抵抗感が心配。

· 長期使用なので，中性化などの劣化に対する考え方は？

→中性化で寿命が決まるくらい長期間使えればよいと考える。

· アンボンドPCに関して，建築基準法での取り扱いや，設計の現状について説明すべき。

· 「橋梁における複合構造」（春日幹事）

· 波型ウェブ橋，複合トラス橋，鋼合成桁橋，混合桁橋の実例や特徴、鋼殻プレキャスト部材を用いたP&PH橋脚について説明。

· 複合橋における問題点の整理（コンクリートと鋼の規準の違い，設計の主体，複合橋とするメリットの明確化など）。

＜質疑＞

· 複合構造として鋼を用いることにより，メンテナンスが必要となるのでは？

→管理する側としては，単一の構造で建設した方がいいのは確か。

· LCC評価などで構造形式を決めているのか？

→そうしているが，正確な評価は難しい。そういった意味で複合橋のメリットを明確化したい。

· 複合橋の場合，規準はコンクリートと鋼のどちらを使うのか？

→コンクリート側が主体となって設計することが多いので，コンクリートの規準を用いることが多い。

(5) 年次大会の研究集会第2部企画案について，担当委員（大迫委員，柳井委員，深井委員，上田委員，岸本幹事）よりそれぞれ説明があった。

· 「土木で使える建築のPC技術」（大迫委員）

· アンボンドPCaPC実大架構（スパン：12m，桁行：3m×2，2層）の実験と解体について説明。

· 「PCグラウトの施工と検査・品質管理」（柳井委員）

· 土木（PC橋梁）におけるPCグラウトの検査（施工計画前検査，施工計画検査，施工段階検査）内容について説明。

＜質疑＞

· 「管理」，「検査」という言葉の定義があいまいでは？

→施工者：管理，オーナー：検査（国交省では支払いがある場合を検査と言う），施工前に行うものは照査。

· 建築と土木で検査に大きな差がある理由は？

→建築では作業単位が細かいため全て検査し切れない。誰が監理するかもはっきりしない（PC専業者？ゼネコン？）。

· 「プレストレス技術の今，そして未来」（深井委員）（資料M-23）

· PCの問題点をまとめた1990年の資料と現在の状況を比較し，項目ごとに変化・改善の有無を示した。

· 「建築で使うPC構造について」（上田委員）

· 利用者，建築主，施工者，設計者がPCに対して持つ一般的な意見を整理。

· 工法（PCaPC，現場打ちPC，鉄骨）ごとの建設コストを示し，内訳も含めて比較検討。

· 「建築系学科のプレストレストコンクリート構造の授業の実態」（岸本幹事）

· PC工事全体に対する建築の占める割合は非常に少ない。←「コストが高い」という認識に加え，PCを知らない（授業でPCを扱う大学が非常に少ない）。

(6) 本委員会報告書の目次案について，西山委員長，北山幹事，日比野主査，谷委員より説明があった（資料M-22-1～4）。

(7) 今後の活動予定

WG1：2008年7月25日（金）11:00～13:00に京都大学桂キャンパスにて開催予定。

次回の全体委員会は11月～12月頃に開催予定。

以上　（記録：谷）

